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１．研究の目的 

本研究は，竜巻等の積乱雲に伴う突風の世界有数の多発地域の一つであるバングラデシュを
対象として，突風の発生機構に関する事例解析の蓄積の向上のための「竜巻等突風データベー
ス」の構築を目的とするものである。既に構築済みのバングラデシュにおける竜巻等シビアス
トームの被害発生履歴リストに大気環境指数（大気の状態を診断するための指数）等の気象デ
ータを追加することにより，過去の突風についての事例解析を行う上で有用な基礎情報を提供
するデータベースの構築を目的とする。また，このデータベース活用の一例として大気環境指
数を用いた突風発生予測アルゴリズムの開発を目指す。 

 

２．研究の方法 

 現在世界各国で利用可能となっている長期再解析データを用いて CAPE（Convective 
Available Potential Energy：対流有効位置エネルギー）や SRH（Storm Relative Helicity：
ストームに相対的なヘリシティー），EHI（Energy Helicity Index ）といった竜巻等突風の発
生環境を診断及び予測するための大気環境指数を計算し，これらを集約したデータベースを構
築した。本研究では，JRA55（気象庁 55 年長期再解析データ）を用いて既に研究代表者によっ
て構築済みの Fortran77 ベースのプログラムにより各種指数の計算を行った。 
 
３．研究成果 
 JRA55 を用いて 1960 年から 2016 年までの長期にわたるバングラデシュとその周辺領域の
CAPE等の突風発生環境を診断するための大気環境指数を計算した。JRA55 の時間解像度は 1日
4 回の 6 時間間隔（世界標準時の 0 時，6 時，12 時，18 時），空間解像度は 1.25°×1.25°で
ある。本研究では，バングラデシュとその周辺領域の合計 90格子点（東経85°～95°北緯18.8°
～30°）における 1日 4回の各種指数を計算しデータベースに格納した。 
 次ページに示す図は，2013 年 3月 22日バングラデシュの Brahmanbaria 県で竜巻が発生した
時の本研究において JRA55をより計算した EHI の分布を示したものである。竜巻は当日の世界
標準時 11 時頃（現地時刻 17 時頃）に発生した。この図は竜巻発生時刻に最も近い当日の世界
標準時 6 時（現地時刻 12時）の JRA55 のデータから計算した EHIの分布である。これを見ると，
竜巻発生地点付近（東経 91°07′北緯 23°59′周辺）において EHIの値が 1.0以上と局地的に
高い値を示しており，竜巻発生地点とその周辺の大気環境が竜巻の発生しやすい状況にあった
ことを示している．このことは，JRA55 から計算される大気環境指数が竜巻等の突風の発生環
境の解析や予測に有用であることを示唆している。 
 このように，本研究において JRA55から計算される突風の発生環境を解析するための大気環
境指数の有効性が示され，これら有用な指数を長期にわたって収納するデータベースを構築す
ることができた。本データベースを活用して，JRA55 のような格子点データを用いた突風発生
予測アルゴリズムを開発することが今後の課題である。 
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6．要約(Abstract) 
 
研究課題名：バングラデシュにおける竜巻等突風データベースとそれを活用した発生予測アル
ゴリズムの構築 
研究代表者名 (所属) 山根 悠介（常葉大学教育学部） 
内容：本研究は，竜巻等の積乱雲に伴う突風の世界有数の多発地域の一つであるバングラデシ
ュを対象として，突風の発生機構に関する事例解析の蓄積の向上のための「竜巻等突風データ
ベース」（被害発生履歴，大気環境指数（大気状態を診断する指数）等の気象データを収録した
もの）の構築とこの活用の一例として大気環境指数を用いた突風発生予測アルゴリズム開発を
目指すものである。本研究では，JRA55（気象庁 55 年長期再解析データ）により 1960 年から
2016年までの長期の大気環境指数を収録したデータベースが構築された。また JRA55から計算
した大気環境指数が過去の竜巻発生事例における発生環境を的確に表現していることが示され，
これら有用な指数を長期にわたって収納するデータベースを構築することができた。 


